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韓国EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 14(いえさん),禮山)郡視察団の受け入れ
～コウノトリが取り持つご縁～

韓国禮山郡からの視察団が、５月２８日から２９日まで、本市に来訪される。
禮山郡守を含む視察団は、本市でコウノトリ野生復帰の取組みやカネカソーラーテック株式会社、たじまんまなどを視察される。

また、コウノトリ野生復帰に関する交流をさらに深めるため、本市との協定締結に向けて準備を進めている。

１　韓国のコウノトリ関連の状況

　⑴　１９７１年４月１日、韓国で奇跡的にペアのコウノトリが見つかったが、４月４日に密猟者によってオスが射殺された。メスは、帰るはずのないオスを、無精卵を産みながら待ち続け、韓国の人々は「未亡人コウノトリ」と名付けて見守ったが、その後、死亡し、韓国のコウノトリは絶滅した。
⑵　１９９６年に、国立韓国教員大学にコウノトリ復元センターが設置され、飼育下での保護・増殖が始まった。
⑶　コウノトリ復元センターと禮山郡が中心になって、一度は絶滅したコウノトリの復活とコウノトリと共生する地域を目指し、野生復帰計画を進めている。
　⑷　県立コウノトリの郷公園は、これまでに６羽のコウノトリを韓国側へ譲渡（２００５年と２００７年）し、その中からペアもでき、繁殖している（昨年までに１８羽が育っている）。

⑸　禮山郡での野生復帰計画が決まった２００９年から、本市と同郡との官民での交流が始まり、昨年には、市長自身が放鳥予定地を訪れるなど、その縁は深まっている。

　⑹　現在、郡内ではコウノトリの飼育・野生化訓練、展示教育施設（約１３万㎡）の建設が進んでいる。今年９月に、６０羽（３０組）のコウノトリが復元センターから寄託され、来年４月にコウノトリが放鳥される予定である。
①　コウノトリ復元センターでの飼育数　　

１２７羽（２０１２.１１.１７現在）

　　　②　コウノトリの放鳥計画　　　　

ア　放鳥日　２０１４年４月４日（予定）　

※オスが射殺された日にちなみ
　　　　イ　放鳥予定羽数

１２羽
※放鳥するコウノトリには、かつての生息地の名前が付けられる予定

（１９３０～１９７１年までの繁殖地３０カ所の名前から選定）
２　視察団の構成
　⑴　禮山郡守　　崔　昇佑（チェ　スンウ）
　⑵　禮山郡職員　７人
⑶　コウノトリ復元センター職員　２人　　　　　計１０人（他に通訳１人）
３　日程・視察内容等　　　
	月日　
	時　間
	内　　容

	5月27日

(月)
	15：50
	関西空港到着

	28日

（火）
	午前
	豊岡へ移動

	
	13：30～15：30
	コウノトリの郷公園視察
公開、非公開ゾーンの視察

	
	16：00～
	中貝市長表敬訪問

	29日

(水)
	9：00
	ハチゴロウの戸島湿地視察

	
	11：00
	カネカソーラーテック㈱視察

	
	13：00
	たじまんま視察

	
	15：00頃
	大阪へ移動


《参考》　　　　　　　　　　　　　　
　１　禮山郡

　　⑴　人口　８６，４２１人（平成２３年１２月３１日現在）
　　⑵　面積　５４３ｋ㎡
　２　豊岡市と禮山郡の交流

　　　別紙参照

〔問合せ〕豊岡市コウノトリ共生部コウノトリ共生課　℡0796-21-9017
資料　６
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